
‭2024年度事業報告書‬
‭2024年　4月　1日から　2025年　3月　31日まで‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人‬
‭沖縄青少年自立援助センターちゅらゆい‬

‭１　事業の成果‬

‭2024年度は、うるま市で行っていた3事業を分社化し、法人の規模を縮小するとともに、多くのプロボ‬
‭ノの協力を得ながら、改めて事業の価値や法人の今後について検討する一年となった。‬

‭新規事業は大きく二つ。委託事業に依存しない経営を目指し、7月に若者の就労継続支援B型・就労移行‬
‭支援を行う「アシタネワークス」を開所した。物件探しや利用者の獲得に苦戦しながらも、企業との連携‬
‭で多様な仕事づくりを行い、利用者の工賃額は平均3万円を超える実績となった。またこれまでちゅらゆい‬
‭として積極的に行っていなかった営業活動に力を入れたことで、スタッフの育成と、関係機関・団体との‬
‭ネットワークづくりに取り組むことができた。‬

‭　さらに休眠預金を活用し、支援対象者を高校生世代（15歳～20歳）に特化した、夜間の居場所「kukulu‬
‭高等部」を開所した。この事業を通して、これまで弊団体ではあまり関りのなかった、いわゆる「普通に‬
‭高校に通っている」「働いている」子どもたちも、実に様々な課題や悩みを抱えていることがわかってき‬
‭た。高校生世代を対象とした取り組みは、沖縄県だけでなく全国的にもまだ少ないため、これまで取り組‬
‭んできた那覇市委託事業のkukuluとも連携しながら、啓発を含め取り組みを継続していきたい。子どもの‬
‭居場所を、日中だけではなく夜間まで拡大、対面だけでなくオンライン支援を拡充することで、子どもた‬
‭ちが抱えるさらなる困難について知ることができた。‬

‭　組織基盤強化については、一般社団法人settenに共同事務局としてサポートいただいた。HPの刷新、広‬
‭報・寄付の仕組み作り、営業戦略、若手職員の育成など、幅広く伴走してもらうことで、今年度の課題と‬
‭次年度に向けた取り組みが明らかになった。‬

‭　特に広報に力を入れ、毎月発行する「ちゅらゆい瓦版」の作成、SNS広告運用、各種SNSでの活動報告‬
‭などを行うことで、新規利用だけでなく、視察や見学、各種問い合わせ、寄付などにつなげることができ‬
‭た。また、社会貢献支援財団、米日財団からの表彰や、初の遺贈寄付のお申し出をいただくことができた‬
‭ことも、これまでの実績や活動を評価していただける情報発信ができた結果だと捉えている。‬

‭2　事業の実施に関する事項‬

‭(1)　特定非営利活動に係る事業‬

‭定款の事業名‬ ‭事　業　内  容‬ ‭実施日時‬ ‭実施場所‬ ‭従事者の‬
‭人数‬

‭受益対象者の　‬
‭範囲及び人数‬

‭事業費の金額‬
‭（円）‬

‭社会に自立する‬
‭のに困難を抱え‬
‭ている、または‬
‭抱えそうな子ど‬
‭も・若者の社会‬
‭参加支援事業‬

‭子どもの包括的自立促進‬
‭支援事業‬

‭2024年4月～‬
‭2025年3月‬ ‭那覇市‬ ‭11人‬

‭小学高学年・中‬
‭学生・高校生(無‬
‭所属含む)の不登‬
‭校児‬
‭延べ　1442人‬

‭61,829,102円‬
‭不登校支援事業‬
‭（自主）‬

‭2024年4月～‬
‭2025年3月‬ ‭那覇市‬ ‭2人‬

‭小学高学年・中‬
‭学生・高校生(無‬
‭所属含む)の不登‬
‭校児‬
‭延べ　468人‬



‭高校生年代への包括的支‬
‭援と持続可能な仕組みづ‬
‭くり事業（休眠預金）‬

‭2024年7月～‬
‭2025年2月‬

‭那覇市、‬
‭沖縄県全‬

‭域‬
‭10人‬

‭15歳～20歳の子‬
‭ども若者‬
‭延べ　1926人‬

‭啓発活動‬
‭・シンポジウム‬

‭2025年2月26‬
‭日‬

‭那覇市、‬
‭沖縄県全‬

‭域‬
‭14人‬ ‭イベント参加者‬

‭延べ　135人‬

‭コレカラキャリア‬ ‭2024年4月～‬
‭2025年3月‬ ‭那覇市‬ ‭2人‬

‭概ね10代～40代‬
‭の子ども若者‬
‭延べ　25人‬

‭SDGs/社会問題スタディ‬
‭ツアー事業‬ ‭2024年９月～‬

‭2025年10月‬ ‭那覇市‬ ‭4人‬

‭小学高学年・中‬
‭学生・高校生(無‬
‭所属含む)の不登‬
‭校児‬
‭延べ　18人‬

‭OKINAWA‬ ‭SDGs‬ ‭プ‬‭ロ‬
‭ジェクト（OSP）ラー‬
‭ニングジャーニー（修学‬
‭旅行）事業‬

‭2024年11月‬ ‭那覇市‬ ‭4人‬

‭小学高学年・中‬
‭学生・高校生(無‬
‭所属含む)の不登‬
‭校児‬
‭延べ　７人‬

‭ユースセンター事業‬ ‭2024年6月～‬
‭2025年3月‬ ‭那覇市‬ ‭8人‬

‭概ね13歳～39歳‬
‭の子ども若者‬
‭延べ　552人‬

‭障害者総合支援‬
‭法に基づく障害‬
‭福祉サービス事‬
‭業‬

‭障害福祉就労移行・継続‬
‭B型事業‬ ‭2024年7月～‬

‭2025年3月‬

‭那覇市‬ ‭6人‬ ‭障がい福祉就労‬
‭支援サービスに‬
‭おける該当者‬
‭B型延べ　398人‬
‭移行延べ　27人‬ ‭3,858,150円‬

‭勉強会‬
‭2024年11月‬
‭～2025年3月‬ ‭沖縄県、‬

‭全国‬

‭6人‬ ‭保護者、県内外‬
‭の子ども若者支‬
‭援関連団体・支‬
‭援者、その他一‬
‭般　延べ　84人‬

‭その他目的を達‬
‭成するために必‬
‭要な事業‬

‭うまんちゅプロジェクト‬
‭(NPO法人ACEとの共同‬
‭事業)‬

‭2024年4月～‬
‭2025年3月‬

‭那覇市‬ ‭1人‬ ‭参加者（子ど‬
‭も）　31人‬

‭県内外の子ども‬
‭支援関連団体・‬
‭支援者・保護者‬
‭延べ　60人‬

‭1,341,000円‬



‭Arch to Hoop‬
‭（こども未来応援助成事‬
‭業）‬

‭2024年4月～‬
‭2025年3月‬

‭那覇市‬ ‭2人‬ ‭イベント一般参‬
‭加者‬
‭述べ　約200人‬

‭県内の概ね13歳‬
‭～39歳の子ども‬
‭若者‬
‭延べ　84人‬

‭県内の子ども支‬
‭援関連団体・支‬
‭援者、県外企‬
‭業・社員‬
‭延べ　100人‬

‭啓発活動‬

‭・親の会‬

‭・ドネーションイベント‬ ‭2024年4月～‬
‭2025年3月‬

‭那覇市、‬
‭全国‬

‭2人‬

‭11人‬

‭参加者‬

‭8人‬

‭37人‬ ‭　　39,000円‬


